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イノベーションハブの取り組み 得られた成果

 ニーズ志向への意識改⾰
ハブの3層構造を基礎として、基礎研究から社会実装までを⼀体的に担い、
災害に強い社会に貢献できる研究開発機関への組織アイデンティティを共有化

 研究と事務が⼀体となった組織運営
ハブ活動を⾃⼰完結的に⾏う「気象災害軽減イノベーションセンター」に
研究開発部⾨と研究推進部⾨の２部⾨を設置し、これらの緊密な連携のもとに
スピード感ある実践をつうじて組織運営のノウハウを獲得

 連携の強化・多様化
「共に創る」をコンセプトとする「気象災害軽減コンソーシアム」を拠点として、
地元⾃治体、企業、⼤学、⾼専、他研発法⼈、市⺠団体等、多様なステークホルダー
と連携した共同研究、広報、教育、イベント等、各種活動が活発化

 外部資⾦・知財獲得の活発化
従来、等閑視されがちであった知財獲得や研究成果の社会実装への⽀援体制の整備、
積極的な啓蒙活動を⾏い、その効果が全所に波及

 防災科研将来ビジョンへの発展
気象ハブの⽬指す⽅向性は、防災科研の⻑期ビジョンの具現化への先駆けとして
中⻑期計画に明⽰的に取り⼊れられ、気象災害以外にも波及するとともに、
「統合知システム研究所構想」が始動












